
規

則 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る 

規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
埼

玉
県
規
則
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

様
式
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 



 

 

様式第１６号（第３４条関係） 

（第１面） 

（第２面） 

 

第   号 

立入検査等をする職員の携帯する身分を示す証明書 

 

職  名 

氏  名 

 

生年月日   年  月  日生 

    年  月  日交付 

    年  月  日限り有効 

   埼玉県知事        □印  

 

 この証明書を携帯する者は、下表に掲げる法令の条項のうち、該当の有無の欄に

丸印のある法令の条項により立入検査等をする職権を有するものです。 

法 令 の 条 項 該当の有無 

  

  

  

  

  

  

  
 

写 

真 

（備考） １ この証明書は、用紙１枚で作成することとする。 

     ２ 法令の条項の欄に、この証明書を使用して行う立入検査等に係る法令

の条項を記載すること。 

     ３ 該当の有無の欄に、立入検査等をする職権を有する場合は「〇」を、

有しない場合は「－」を記載すること。 

     ４ 第２面については、記載する法令の条項の数に応じて行を適宜追加す

ることとし、その全部又は一部を裏面に記載することができる。 

     ５ 裏面には、参照条文を記載することができる。 

     ６ この証明書は、関係する法令の規定を踏まえ、記載内容等を調整する

ことができる。 

 



 

 

第
二
条 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

第
一
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
削
る
。 

 

第
十
三
条
中
「
土
砂
条
例
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚

染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
。
以
下
「
土
砂
条
例
」
と

い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第

一
号
ヌ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
と
す
る
。 

 

第
十
四
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す

る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
、

「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に

改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

 

第
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
を
削
る
。 

 

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
六

条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ヌ
及
び
第
二
号
中
「
許
可
事
業
者
」
を
「
土
砂
の

堆
積
を
行
う
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
七
条
本
文
」
に
、
「
様
式
第
十
四
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。 

（
法
令
又
は
他
の
条
例
に
よ
る
許
可
等
の
処
分
） 

第
五
条 

土
砂
条
例
第
七
条
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項
の

規
定
に
よ
る
許
可 

二 

国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

許
可 

三 

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
三
条
の
認
可 

四 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十

四
条
第
二
項
（
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可 

五 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条

第
一
項
の
許
可
及
び
同
法
第
三
十
五
条
の
同
意 

六 

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
許
可 

七 

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
三



 

 

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
（
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り

許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
） 

八 

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
許
可
及

び
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議 

九 

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可 

十 

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
条
の
承
認
及
び
同
法
第
二
十

四
条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七

条
第
一
項
又
は
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
の
許
可
（
同
法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
こ

れ
ら
の
承
認
又
は
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
） 

十
一 

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
六
条
の
認
可 

十
二 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

許
可 

十
三 

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
の
許
可 

十
四 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五

十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
許
可
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議 

十
五 

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
十

五
条
の
二
第
一
項
の
許
可
（
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
） 

十
六 

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
六
十

七
条
第
一
項
の
許
可 

十
七 

埼
玉
県
砂
防
指
定
地
管
理
条
例
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
三
条

第
一
項
の
許
可 

２ 

土
砂
条
例
第
七
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
号

の
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

土
砂
の
堆
積
に
係
る
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面 

二 

土
砂
の
堆
積
に
係
る
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
に
係
る
許
可
書
そ
の
他
の
書
類
の

写
し 

（
公
益
事
業
） 

第
六
条 

土
砂
条
例
第
七
条
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に

係
る
行
為
と
す
る
。 

一 

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
に
よ
る
砂
防
設
備
又
は
同
法
が
準
用
さ
れ

る
砂
防
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
事
業 



 

 

二 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に
よ
る
土
地
改
良
事
業 

三 

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
一
般
自
動
車
道
又
は
専

用
自
動
車
道
（
同
法
に
よ
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
又
は
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
に
よ
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
業 

四 

森
林
法
に
よ
る
保
安
施
設
事
業 

五 

道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業 

六 

都
市
公
園
法
に
よ
る
都
市
公
園
に
関
す
る
事
業 

七 

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
よ
る
公
園
事
業 

八 

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
に
よ
る
水
道
事
業
又
は
水
道
用
水
供

給
事
業 

九 

地
す
べ
り
等
防
止
法
に
よ
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
に
関
す
る
事
業 

十 

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
よ
る
公
共
下
水
道
、
流
域
下
水
道

又
は
都
市
下
水
路
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業 

十
一 

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に
よ
る
工
業
用
水
道
事

業 

十
二 

河
川
法
が
適
用
さ
れ
、
若
し
く
は
準
用
さ
れ
る
河
川
そ
の
他
公
共
の
利
害
に
関
係
の

あ
る
河
川
又
は
こ
れ
ら
の
河
川
に
治
水
若
し
く
は
利
水
の
目
的
を
も
っ
て
設
置
す
る
堤
防
、

護
岸
、
ダ
ム
、
水
路
、
貯
水
池
そ
の
他
の
施
設
に
関
す
る
事
業 

十
三 

都
市
計
画
法
に
よ
る
都
市
計
画
事
業 

十
四 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止

施
設
に
関
す
る
事
業 

十
五 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
に
よ
る
石
油
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業 

十
六 

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
よ
る
鉄
道
事
業
者
又
は
索
道

事
業
者
が
行
う
そ
の
鉄
道
事
業
又
は
索
道
事
業
で
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
の
用
に
供

す
る
施
設
に
関
す
る
事
業 

十
七 

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が
設
置
す
る
鉄
道
又
は
軌
道

の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業 

十
八 

地
方
公
共
団
体
又
は
農
業
若
し
く
は
林
業
を
営
む
者
が
組
織
す
る
団
体
が
行
う
農
業

構
造
又
は
林
業
構
造
の
改
善
に
関
し
必
要
な
事
業
（
農
道
、
林
道
、
用
水
路
、
排
水
路
、

か
ん
が
い
用
又
は
災
害
防
止
用
の
た
め
池
、
農
業
集
落
排
水
施
設
そ
の
他
の
施
設
に
関
す

る
事
業
に
限
る
。
） 

十
九 

前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知
事
の
確
認
を
受
け
た
事
業 



 

 

（
公
益
事
業
の
確
認
） 

第
七
条 

前
条
第
十
九
号
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
号
の
申
請
書
を
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
前
項
の
申
請
書
に
は
、
土
砂
の
堆
積
に
係
る
事
業
を
行
う
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
そ
の

他
参
考
と
な
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
堆
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
の
特
例
） 

第
八
条 

土
砂
条
例
第
七
条
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
土
砂
の
堆
積
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

運
動
場
の
砂
利
敷
そ
の
他
の
通
常
の
管
理
行
為
と
し
て
行
う
土
砂
の
堆
積 

二 

土
質
改
良
プ
ラ
ン
ト
そ
の
他
の
施
設
の
敷
地
内
に
お
い
て
当
該
施
設
で
化
学
的
に
性
質

を
改
良
し
た
土
砂
の
み
を
用
い
て
行
う
土
砂
の
堆
積 

三 

採
石
法
又
は
砂
利
採
取
法
の
認
可
に
係
る
土
地
の
区
域
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
土
砂

（
岩
石
又
は
砂
利
の
採
取
の
た
め
に
除
去
し
た
土
砂
を
除
く
。
）
の
み
を
用
い
て
行
う
土

砂
の
堆
積 

四 

市
町
村
が
定
め
る
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
の
規
定

に
よ
り
さ
れ
た
届
出
等
に
係
る
土
砂
の
堆
積
の
う
ち
、
知
事
が
別
に
定
め
る
土
砂
の
堆
積 

（
関
係
書
類
の
閲
覧
） 

第
九
条 

土
砂
条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

閲
覧
さ
せ
る
場
所
及
び
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
。 

二 

閲
覧
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
正
当
な
理
由
な
し
に
閲
覧
を
拒
ま
な
い
こ

と
。 

 

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
を
削
る
。 

 

第
三
十
四
条
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
、
「
様
式
第
十
六
号
」

を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を

次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

   

 

第
三
十
六
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。 

 

別
表
を
削
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。 

様
式
第
五
号
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

桶
川
市
、
毛
呂
山
町
、
嵐
山
町
、
鳩
山
町 

市
町
村 

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で 

土
砂
条
例
の
規
定 

 

第
１
５
条
関
係

 
第
３
条
関
係

 
土
壌
基
準
に
適
合
し
な
い

 

 
土
壌
基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂
の
堆
積
確
認
申
請
書

 

 
た
い
積
に
つ
い
て

 

 

堆
積
に
つ
い
て

 

 

埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規

 

土
砂
の
た
い
積
確
認
申
請
書

 

 

」
に
、 



 

 

」
を
「 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

  

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
一
号
と
す 

  

る
。 

 

様
式
第
六
号
か
ら
様
式
第
十
三
号
ま
で
を
削
る
。 

 

様
式
第
十
四
号
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

」
を
「 

   

」
に
、 

          

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号 

  

と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。 

制
に
関
す
る
条
例
第
１
５
条
第
１
項
た
だ
し
書

 

染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
６
条
第
１
項
た
だ
し
書

 

 

埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚

 

 
土
砂
の
た
い
積
に

 

係
る
土
地
の
区
域

 

 

土
砂

の
堆

積
に

 

係
る
土
地
の
区
域

 

 

最
大
た
い
積
時
に
お
い
て
土
砂
の
た
い
積

 

に
用

い
る

土
砂

の
数

量
 

 

最
大
堆
積
時
に
お
い
て
土
砂
の
堆
積

 

に
用

い
る

土
砂

の
数

量
 

 

」
 

第
３
１
条

 
た
い
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査

 
第
４
条

 

結
果
届
出
書

 

 

堆
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
結
果
届
出
書

 

 

埼
玉
県
土
砂
の
排

 

出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
２
６
条

 

汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
７
条
本
文

 

埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の

 

土
砂

の
 

た
い
積
の
 

許
可

 

調
査

年
月

日
 

た
い
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
結
果

 

土
地

の
 

区
域

 

許
可

年
月

日
 

許
可

番
号

 

面
積

 

所
在

 

     

土
砂

の
 

た
い
積
の
 

許
可

 

調
査

年
月

日
 

た
い
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
結
果

 

土
地

の
 

区
域

 

許
可

年
 

日
 

許
可

番
号

 

面
積

 

所
在

 

     

 

土
砂

の
堆

積
に

 

係
る

土
地

の
区

域
 

調
査

年
月

日
 

堆
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
結
果

 

面
積

 

所
在

 

   

 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 「

 

「
 

「
 

「
 

「
 

「
 

土
砂

の
堆

積
に

 

係
る

土
地

の
区

域
 

調
査

年
月

日
 

堆
積
に
係
る
土
地
の
汚
染
調
査
結
果

 

面
積

 

所
在

 

   

を 



 

 

様式第３号（第５条関係） 

許可等の処分等に基づく土砂の堆積の届出書 

年  月  日   

 

  （宛先） 

  埼玉県  環境管理事務所長 

 

届出者 氏名又は名称及び住所

    並びに法人にあっては

    その代表者の氏名

          

（電話番号           ）   

 

下記のとおり許可等の処分等に係る行為として土砂の堆積を行うので、埼玉県土砂の

堆積による土壌の汚染の防止に関する条例第７条第３号の規定により届け出ます。 

記 

土 砂 の 堆 積 に 

係る土地の区域 

所 在  

面 積  

土砂の堆積に係る許可等の処分等の

根 拠 と な る 法 令 又 は 条 例 の 

名 称 及 び 条 項 

 

 

 

  



 

 

様式第４号（第７条関係） 

公益事業確認申請書                

年  月  日   

 

  （宛先） 

  埼玉県  環境管理事務所長 

 

申請者 氏名又は名称及び住所

    並びに法人にあっては

    その代表者の氏名

            

（電話番号           ）   

 

下記の事業について、埼玉県土砂の堆積による土壌の汚染の防止に関する条例施行規

則第６条第１９号の規定による確認を受けたいので申請します。 

記 

土 砂 の 堆 積 に 

係る土地の区域 

所 在  

面 積  

土 砂 の 堆 積 に 係 る 事 業 に 

関 す る 法 令 等 の 名 称 

 

 



 

 

 

様
式
第
十
五
号
を
削
る
。 

様
式
第
十
六
号
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す

る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
及
び
次
項
の
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
様
式
第
十
六

号
に
よ
る
身
分
証
明
書
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
土
砂
の
排
出
、
た
い
積
等
の

規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
身
分
証
明
書
と
み
な
す
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
土
砂
の
排

出
、
た
い
積
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
八
号
に

規
定
す
る
行
為
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
土
壌
の
汚

染
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
と
み
な
す
。 

 

第
３
４
条

 

 

第
１
０
条

 

 


